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氏 名 高 塚 康 平 
（論文審査の結果の要旨） 
 
 本論文は，継続時間の長い大振幅地震動を受けた鋼構造建築物が柱梁接合部において
多数の繰返し塑性変形を受けて溶接部近傍で破断に至る可能性があることに対処する
ため，溶接接合された柱梁接合部を対象に，設計・施工の条件が破断までの変形能力に
及ぼす影響を実験的に把握し，破断予測手法の構築を目指したもので，以下の成果を得
ている。 
 
(1) 溶接施工のために設けられる梁ウェブの断面欠損の有無，角形鋼管柱の板厚に応
じた梁ウェブ接合部の曲げ耐力の相違，建物の規模に応じた梁断面寸法の相違が
破断までの変形能力に及ぼす影響を実大試験体による繰返し載荷実験により把握
した。その結果，断面欠損の有無，接合部の曲げ耐力の順に変形能力に影響し，
梁断面寸法の影響は比較的小さいことを明らかにしている。 
 
(2) 実験に基づいて溶接ディテール，接合部曲げ耐力の相違を考慮して溶接部におけ
る延性亀裂の発生から破断までの進展を定量的に評価する亀裂進展則を構築し，
２段階変動振幅載荷実験，地震応答を模したランダム振幅載荷実験，超高層建物
振動台実験の結果に適用することで破断の予測に有効であることを示している。 
 
(3) 典型的な超高層建物の地震応答解析で得られた応答に亀裂進展則を適用して海溝
型地震動を受けた場合の梁端破断の発生時期を予測し，梁端接合部の設計，施工
の条件による発生時期の相違を明らかにすると共に，梁端破断発生の増加に伴う
鋼構造骨組の耐震性能の低下を数値解析により明らかにしている。 
 
 本論文は，超高層建物の海溝型地震による被害予測において重要な梁端接合部の破断
予測手法を提案し，その有効性を明らかにすることに成功しており，わが国の耐震工学
において，学術上，実際上寄与するところが少なくない。よって，本論文は博士（工学）
の学位論文として価値あるものと認める。また，平成２７年１月２７日，論文内容とそ
れに関連した事項について試問を行って，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たし
ていることを確認し，合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
